
RYOal 引戸クロ ー

1.仕様外の扉寸法、及び扉重量へのご使用は避けてください。万ー使用される場合は、弊社にご相談ください。
2.本体から油が漏れると扉が勢いよく閉まり、 「ドアに指」をはさまれ、骨折などの危険があります。また、扉、床を汚す恐れがあります。万一、油が漏れていたり、部品が破損した場合は

速やかに本体を交換してください。
3.扉の閉じ動作はクロ ーザが行いますので、閉扉方向へ強い力をかけないでください。扉が勢いよく閉まり、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。
4.扉が脱輪し転倒する危険がありますので、戸車の外れ止め金具は必ず設置してください。
5.戸尻側へ戸当りを必ず設置してください。
6.引戸クロ ーザの改造・分解をしないでください。万ーされた場合、以後の保証は致しかねます。
7.湿気の多いところや、薬品等の雰囲気中でのご使用は避けてください。
8.引戸クロ ーザの部品を落としたり、叩いたりしないでください。故障の原因になります。
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ザ取付説明書 傾斜タイプストップなし
SWSL-1 

オプション全開停止装置
SWST-01 

No. 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 

`,' ⑬ 
⑭ 

標準品

部品名称

制動装置本体

制動歯車

④ナベ小ネジ MS x0.8 L=12

戸車

戸車用スペーサー (t = 1) 

④六角ボルト M 8 x 1. 25 L = 35

外れ止め金具

④ナベ小ネジ M5x0.8 L=12

ラックA

ラック B

スライドプレ ー ト

L型スライドプレ ー ト

レ ール標準長さ L=2500

④トラス小ネジ M5x0.8 L=14

不具合事象

扉が動かない

扉が閉じきらない
途中で止まる

閉じ際の速度調整
が効かない

扉がガタつく

員数

1 

1 

2 

2 

20 

4 

2 

4 

1 

1 

1 

1 

1 

， 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

10 

SWS T-0 1 オプション

No. 部品名称 員数

＊部品は右引き、左引き兼用です。
下の斜視図は左引きを示します。

田 板バネセット 1 ヽ

厄］ ストップロ ー ラ ー 1 

国 ④ナベ小ネジM5x0.8 L= 12 4 

区］ ④六角ボルト M4X0.7 L=6 1 

原因 対処方法

戸車が脱輪している。 扉を正しく吊り直し、外れ止め金具を確実に取り付
けくださし‘o

戸車が中心線上に並んでいない。 戸車が一直線上になるよう取り付け直してください。

9] ， 

扉が枠、壁、床に接触している。 接触蔀分、取付寸法を確認し、．、 、
ガイドロ ー ラ ー と扉が接触している。 L � -一 取り付け直してください。

., 

.、腟’ 
レ ールの傾斜角度が異なる。 正しい傾斜角度で取り付け〈ださい。（3.5/300mm(J)勾配）

レール、 戸車表面に ゴミ、汚れ レー ル、戸車の清掃。キズの程度によっては部材
または、キズがついているn 交換してください。

ブレーキカが強すぎる。 麟のブレーキカに調整してください。（裏面1 1項参照）

制動歯車の向きが逆。
制動歯車を取り外し、適正な方向に付け直してください。
（裏面9項参照）

速度調整弁を緩めすぎている。 麟のブレー キカに調整して〈ださい。（裏面1 1項参照）

レール、戸車表面にゴミ、汚れ レ ール、戸車の清掃。キズの程度によっては部材
または、キズがついている。 交換してください。

各種取付ビスの緩み。 各種ビスの増し締め、締め直しをしてください。

•取り付け後、 この説明書は保管しておいてください。

リヨービ株式会社 798205399
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＇レ ー ル切断

(1)サッシ内寸法から26 0mm引いた寸法でレールを
カットしてください。

(2) カットの方向に注意してください。
・右引きはレ ール正面から見て、右側をカット。
・左引きはレ ール正面から見て、左側をカット。

A 

レール加工時に、滑走面に傷を
つけないよう注意して〈ださい。

レ ール

正面

3レ ー ル取付穴の設定

取
(1) レール基準穴の設定は、

・戸先側のサッシ内側からの寸法＝15 0mm
・上枠下面からの寸法＝62mm （扉と上枠とのかぶり10mmの場合）
に タップ加工(M5 ピッチ0.8)してください。

(2) その他のレ ール取付穴位置は、
・下図及び裏1 のタップ加工早見表を 参照してください。
・タップ加工は同様に (M 5 ピッチ0.8)してください。

A

レール桟り寸法155mm以上ある場合は、最終位置から150mm、高低差
1. 8mm(!)位置にもタップ加工して〈ださい。

付

2ラックユニットの取り付け
(1) レールに 1 ． スライドプレー ト、 2. ラックA＋ラック B 、

3.L型スライ ドプレー トの順で挿入。

A 

ラックAとラックBを先に
はめ合わせて〈ださい。

ラック B

ラック A

イ ドプレー ト

） 

L型スライドプレー ト

突起（突起側が枠 取付面側になります。）

/多多ブ↓
ミ
ミミミ: ‘入宣籾I | -で-疇,1· 戸面涵託豆意。

i - ラックB
レ ール正面

(2) L型スライドプレートのリベットがレールに当たる位置までラックユニットを入れてください。
これ がラックの位置決め になります。

300ピッチ
高低差；300ピッチ毎に3.5mm

星塑穴

—廿—-—+ +---
r - - -. - -. - -- - - � � -. - - -. - -- - -. - -,..:...:..:, --L------•------------

表1

＜

亭!’ `l 

--- 基渠穴からの寸法(mm) 局さA (mm) 

1つ目（基準穴） ゜ 6 2. 0 

2 300 6 5. 5 

3 600 6 9. 0 

4 900 7 2. 5 

5 1200 7 6. 0 

6 1500 7 9. 5 

7 1800 8 3. 0 

8 2100 8 6. 5 

， 2400 9 0. 0 
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n
レ ールタップ 加 工早見表

A 

ストップ黄置の穴あけは
12項参照して〈ださい。

4レ ー ルの取り付け
A 

スライドプレート ラックA, B Iリベットがレールに当たるまで挿入。1
\ {,1111,｀,1911`,.`nIImIIII IIIIIIIIIIII9114911999111119911911111111111111 119JII991●1•OO こ □

〕リヘ
ット

(1) レールを付属のビス（任汁ラス小ネジ M 5 x 0.8
L= 14)で取り付けてください。

(2) レールの長穴の上部に合わせてビスを固定して〈ださい。

A 

指定以外のビスを使月しないで〈
ださい。制馳歯車に当たります。

↑ 
レ ール正面

レ ール 長穴 上面

トラス小ネジM5 L=14

挿入後、 スライドプレート、L型スライドブレートのボルト4本をしっかり締めつけてください。

（スパナまたはドライバー）

A 

異音、制慟不良の原因になりますので、
ボルトはしっかり締めつけて〈ださい。

ラックはスライドプレ＿ 卜及び L 型スライ
ドプレー トに押しつけて固定して〈ださい。
ガタがあると異音の原因になります。

5戸車及び戸車スペーサー0)取り付け

レ ール

⑯ポイント
●ラックの脱着方法 レ ー ル ラック

・ ラックA 、 Bはレ ールを枠に 取り付け 後でも上 方向に 脱着可能凸雪’？夏‘ぷ昇言茫遭猛此‘蜘 〗喜：
(1) ラック B の両端を押しつけて、円弧状の突起を押し曲げ

ると脱着できます。
(2)はめ込む時、きつい場合はマイナスドライバーで

Bを レールに押し込んでください。

(1) 下図のように戸車 、 戸車用スペーサー t = l
（枚数は表2参照）を 取り付けてください。

こ
:

5

,
r::

�

④六角ボルトMBxl.25 L=35

表2

戸先側

扉巾DW (mm) 
601~ 700 
701~ 800 
801~ 900 
901~1000 

1001~1100 
1101~1200 
1201~1300 
1301~1 450 

戸車月スペーサー枚数一覧表
戸車用スペーサー

戸先側 戸尻側
3 枚 7 枚
3 枚 8 枚
3枚9枚
3 枚 1 0 枚
3 枚 1 1枚
3 枚 1 2 枚
3枚1 3枚
3枚15枚



手 順（本図は左引きを示します。右引きは木図と対称に取り付けて〈ださい。）
(2) 戸車は扉に平行に取り付けてください。

悪い例
—|-→E芦江-—臣至戸ー十

良い例
-I-_＿_邑--t

ガイド

A 

扉吊りこみ後に、扉がスム ーズに勧〈か
確認して〈ださい。

． 一
l7ガイドロー ラ ーの取り付けIA
I 

(1)戸の重なり部中央に取り付けてくたさい。 1ガイドロ ー ラ ー は必ず使月して〈ださい。j
1 

(2)扉が垂直になるように取り付けてください。
(3)傾斜仕様に対応したガイドロ ー ラーを使用してください。

ー 取り付け（別途）

10制動装置の取り付け
(1) 歯車とラックが正しくかみ合うよう、制動

装置を取り付けてください。
A 

扉を開けた状態 (40 0mm程度）で
取り付けて〈ださい。

L=12 

ガイドロ ーラー

D
 

11 閉じ速度の調整
(1) 制動装置の速度調整弁をマイナスドライバー

で調整してください。 （右図参照）
(2) 速度調整区間は閉じ際約250mmからです。

A 

気温で多少速度が変化します。気温が
高いと速〈、低いと遅〈なります。
なお、営温に戻れは速度は戻ります。

固

17扉の吊り込み
(1) 扉の下部をガイドロ ー ラーに合わせて、戸車をレールに吊り

込んでください。
(2 〉扉の傾きは戸車スペーサーの使用枚数を変えることにより、

調整することができます。
A 

扉吊込後、扉と床面とが当たる時は、戸車月スペーサーを抜いて〈ださい。

扉を下げる時は、戸車月スペーサー を戸車の下に入れて〈ださい。

12全開停止装置取付穴の設定
(1) 枠へのタップ加工 (M 5 ピッチ 0.8) は下図及び計算式を参照 してください。

40 
有効開口十40

(4 0) 

n
 

-+-+--→-―→ .:..+1- —+--

（計算式）
取付ピッチG=40+（有対開口 X 3.5/300) 

貧
（有効開口） 邑

゜

表 3 取付ピッチ Gの簡易表

(1) 戸車伊先側、戸尻側） に外れ止め金具を
取り付けてください。

I
亘正疇）付けて〈ださい。

8外れ止め金具の取り付け

9制動歯車組み込み
・出荷時制動装置と歯車は組み立てされて

1 おりません。歯車の取付けは次のように行
います。

：（ 1)歯車には'’R""L"のスタンプがなされ
てます。取付けは勝手方向のスタンプ記号
が表側になるよう、制動装置の軸ヘパチッ
と音がす るまで押し込みます。
左引きの場合、組み込み後、 '’L" のスタ
ンプが見えます。

i
(2）饂後歯車が片方へは軽く回り、他方へ

A 
は軸と共に回ることを確認してください。

蔚を逆に取り付けると鵬が効きません
1 のでご注意〈ださい。

：取り付けを間違った場合は右屈参照して
］ 〈ださし＼

`〔®
R ：右引き
L ：左引き

↓ \. 

了 ／
ー

パチッ

l[ 
1卓匂

有効開口(mm) 取付ピッチ G (mm) 
700 48.2 
800 49.3 
900 50.5 

1000 51.7 
1100 52.8 
1200 54.0 
1300 55.2 

A 

表 3 は有効開口 100mm毎の簡易表です。
正確な寸法はその都度計算して〈ださい。

13全開停止装置の組み立て 板バネ

⑭ポイント
•歯車の取り外し方法

樹脂リベットの頭をつまんで 1|［III||--||］ || 

歯車を上に抜けば外れます。 .. ..
歯車の表裏をひっくり返して、ワ

止
し

再度取り付けてください。 樹脂リベット

(1) 板バネセットの板バネを勝手の向きに合わ
せて、六角ボルト2本固定してください。

(2) 左引きの場合は左側、 右引きの場合は右側
にセットしてください。

④六角ボルトM4 L=6 /
（左引きの場合）

14全開停止装置の取り付け

(1) 枠に板バネセットを、戸車（戸先側）にストップ
ロ ー ラーをそれぞれ固定してください。

板バネセット-ぞ

A 

扉が全開罹置でストップするように
ストップロ ー ラ ー の位置を調整して〈ださい。

7
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